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知識・経験を増やす夏休みに 
  

校長  竹内  聖子   
 

上の写真は、6 月に行った５・6 年生の修学旅行の写真です。新潟市や燕市などを訪れまし

た。13 か所も見学や体験をすることができ、「見る・聞く・遊ぶ・楽しむ・作る・買う・しゃ

べる」を十分味わい、心も体も２００％満足した修学旅行ができました。  

さて、いよいよ子供たちが楽しみにしている夏休みがやってきます。夏休みは、普段の生活と

どこが違うでしょう。学校に行かないこと、宿題がまとめて出ていること、家で過ごす時間が長

いこと…。とにかく普段より（子供たちは）ゆとりがあります。そんなときは、知識や経験を増

やす絶好のチャンスです。青山学院大学陸上競技部の原監督は、「子供を伸ばすための『T（テ

ィー）』の法則がある」と言っていました。幼少期あるいは青年期は、Ｔで言えば横軸の部分を

育てる時期。様々な体験をさせて、知識や経験をうんと増やしておくとよい。そうしておくと、

あるとき、その中から何か一つ、Ｔで言えば縦軸の部分（やりたいこと）が見つけらる」と。子

供たちの毎日に「無駄なこと」は一つもなさそうです。思う存分経験をさせてください。  

「観光地に行って珍しいものを見る」ことも素敵な経験ですが、「おうちの人と一緒に畑の仕

事をする」「お手伝いとして一人で料理を作る」「牛乳パックやペットボトルでリサイクル工作

をする」「家の周りに咲いている花の名前を全部調べる」そういった経験はとても大切です。何

でも買える世の中だからこそ、何でもしてもらえる世の中だからこそ、自分の目や耳や手足を使

った経験が貴重なのではないでしょうか。子供たちは、あれこれ「やってみたい」と言うかもし

れませんが、危なくない限り、できるだけさせてください。100 も 1000 も数ある体験の横軸

の中から何か一つ将来につながる「やりたいこと（縦軸）」がいつか見つかるはずです。そし

て、おうちの方も、体験をする子供たちの傍らで笑って見守ってもらえたらと思います。そんな

39 日間の大冒険のお話を 9 月 2 日に聴くことを楽しみにしています。  

保護者の皆様、地域の皆様、１学期間、谷浜小学校へのご支援・ご協力ありがとうございました。夏休

みも子供たちを温かく見守っていただけますようお願いいたします。 
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６月・７月 キラキラ輝く子供たち ～教育活動の紹介～ 

６～７月 プール水泳 

外部講師の先生からも指導してもら

い、みんな上手になりました。 

６月１４日 ３～６年生 校外

学習（たにはま海岸）  

 海岸のごみ拾いをしたり、海

の様子を見たりしました。 

七夕の笹飾り 

 地域の方が届けてくださった笹に

全校児童が願い事の飾りつけをしま

した。 

６月２４日 〇〇流し 

そうめん流しの竹に丸いも

のを流して楽しみました。 

６月 歯みがき隊 

健康委員会の児童が、正しい歯

みがきについて教えています。 

６月２７～２８日 修学旅行 

５・６年生は、新潟市・燕市方面

へ修学旅行に行きました。 

６月１７日 児童集会 

総務委員会が「谷浜小学校あ

いさつ運動」を計画しました。 

７月２日 夏の俳句教室 

ぎんなん句会の方から俳句の

作り方を教えてもらいました。 

７月１６日３・４年生校外学習 

（茶屋ヶ原） 

３・４年生が海岸に行き、生

き物や海の観察をしました。 
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 おうちの方もお仕事で忙しく、子供たちは自由な時間が多くなる夏休みです。自由時間の使い方で心

配しているのは、SNS が正しく利用できているかということです。全国的にも SNSによる児童の心身

への悪影響が心配されています。睡眠時間が減ることや視力の低下。学力低下。LINE 等によるいじめ

や誹謗中傷による精神的ダメージ。課金…と、いくつもの心配が浮かびます。子供達は、スマホやタブ

レットの利用に慣れているので、どんな危険にさらされるか分からない時代になりました。 

この心配をなくすために大事なことは、お子さんの SNS 利用

の状況を家族の皆さんも知っていて、管理すべきことは管理する

ことだと思います。下記のように子供達へも指導しましたが、24

日の学校保健委員会でのお話等、SNS の利用についてご家庭で話

題にして、子供たちを SNSの危険から守りましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SNSのモラルについて 3年生以上

の児童が学習しました。（右写真） 

 安易に利用している YouTubeや

LINEの危険性について、自分事とし

て問題点を考えました。飛び交う言

葉と情報を正しく受け止め、正しく

伝えられるか、大人の目が必要です 

夏休み お子さんのメディア利用を把握してください。 

新
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